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第
九
十
九 

  
 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ 

   
 
 
 
 

一 
  

通
産
省
が
「
電
子
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
」
を
公
布
し
た
一
九
五

七
年
（
昭
和
三
十
二
）
の
四
月
、
行
政
管
理
庁
は
官
公
庁
や
地
方
公

共
団
体
お
よ
び
、
大
企
業
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
設
置
状
況
を
調
査
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
百
三
十
八
事
業
所
に
計
三
百
七
十
セ
ッ
ト

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
内
訳
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
製
が
三
百
二
十
四
セ
ッ
ト
、

レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
製
が
四
十
六
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。 

 

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
前
、
国
内
に
お
け
る
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
統

計
会
計
機
械
装
置
の
構
成
比
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
一
と
す
る
と
レ
ミ
ン

ト
ン
ラ
ン
ド
社
が
二
だ
っ
た
。
空
襲
で
国
鉄
が
保
有
し
て
い
た
機
械

装
置
の
大
半
が
焼
失
し
た
と
は
い
え
、
戦
後
に
お
け
る
そ
の
比
率
が

七
対
一
と
大
逆
転
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
が
規
模
を
縮
小
し

た
と
き
、
日
本
企
業
に
放
出
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
う
少
し

詳
し
く
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

一
九
五
〇
年
の
四
月
、
戦
前
の
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械

が
復
活
し
た
。
東
京
・
神
田
司
町
に
本
社
を
構
え
た
。
同
時
に
社
名

を
「
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ー
ン
ズ
」

（
一
九
五
九
年
二
月
「
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
」
に
改
称
）
に
変

更
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

東
北
大
学
名
誉
教
授
の
桂
重
俊
に
よ
る
と
、 

 

―
―
間
口
二
間
ぐ
ら
い
、
二
階
建
て
の
小
さ
な
事
務
所
だ
っ
た
。

会
社
の
名
前
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
探
し
出
す
の
に
た
い
へ
ん

な
苦
労
を
し
た
。 

 

と
語
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
と
き
桂
は
「
Ｅ
ｘ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
」
と
い
う
外
国
製
の
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
を
探
し
求
め
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

研
究
所
の
バ
ー
リ
ン
教
授
か
ら
受
け
取
っ
た
統
計
力
学
に
関
す
る
手

紙
の
文
字
が
、「
ｉ 

」
や
「
ｌ
」
な
ど
の
文
字
間
、「
，」（
カ
ン
マ
）

や
「
．」（
ピ
リ
オ
ド
）
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
詰
め
ら
れ
て
い
て
た
い
へ

ん
に
き
れ
い
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
返
事
を
兼
ね
て
バ
ー
リ
ン
教
授
に 

 

―
―
何
と
い
う
メ
ー
カ
ー
の
何
と
い
う
マ
シ
ン
な
の
か
。 

 

と
訊
ね
た
と
こ
ろ
、 

 
―
―
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ー
ン
ズ
と
い
う

会
社
の
製
品
で
、
日
本
に
も
出
店
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
探
す
と
い
い
。 

 
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。 

 

彼
は
、
東
京
に
出
張
し
た
の
を
利
用
し
、
探
し
探
し
し
て
神
田
の

事
務
所
を
訪
れ
た
の
だ
っ
た
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
話
は
無
事
に
終
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わ
っ
た
。 

  
帰
る
間
際
に
一
体
お
宅
は
何
を
売
っ
て
い
る
会
社
か
と
聞
い
た
と

こ
ろ
、
会
計
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
加
減
・
分
類
集
計
が
主
な

目
的
で
あ
る
会
計
機
の
説
明
を
聞
い
た
。
な
お
最
後
に
本
社
で
は
乗

除
を
も
行
う
計
算
機
も
作
っ
て
お
り
、
カ
ー
ド
に
計
算
手
順
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
し
て
自
動
計
算
が
行
わ
れ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。 

 

そ
の
頃
、
私
は
応
用
理
学
教
室
に
お
い
て
電
波
の
回
折
の
問
題
を

研
究
し
て
い
た
。
空
間
に
一
枚
の
導
体
の
板
が
あ
り
、
こ
の
板
に
円

形
の
孔
が
あ
い
て
い
る
と
き
、
下
方
か
ら
入
射
し
た
電
波
の
ど
れ
だ

け
が
透
過
す
る
か
を
波
長
の
関
数
と
し
て
求
め
る
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
未
知
関
数
を
不
連
続
積
分
を
含
む
級
数
で
展
開
し
、
展
開
係
数

を
求
め
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
未
知
数
八
〜
十
個
の
連
立
一
次
方

程
式
を
手
回
し
の
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
で
解
く
の
に
六
〜
九
時
間
を
要

し
た
。
こ
れ
を
百
個
く
ら
い
解
い
て
波
長
に
対
す
る
透
過
係
数
の
一

本
の
カ
ー
ブ
が
書
け
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
十
日
位
計
算
し
て

飽
き
て
放
っ
て
お
く
と 

 

「
ど
こ
ま
で
出
来
た
か
ね
」 

 

と
Ｎ
先
生
が
こ
ら
れ
る
。
こ
の
苦
労
を
免
れ
る
方
法
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

マ
シ
ー
ン
ズ
の
話
を
聞
い
た
と
き
私
の
求
め
て
い
た
も
の
は
正
に
こ

れ
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

計
算
機
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
、
桂
は
以
上
の
よ
う

に
後
述
し
て
い
る
。
こ
の
桂
が
の
ち
に
日
本
電
気
と
共
同
で
日
本
初

の
実
用
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
計
算
機
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

五
〇
年
の
十
二
月
末
現
在
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
利
用
し
て
い

た
事
業
所
は
十
八
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
五
一
年
に
結
ば
れ
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
と
も
に
連
合
国
軍
に
よ
る
日
本
の
占
領
統

治
は
終
わ
り
、
並
行
し
て
朝
鮮
戦
争
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
陸
軍
第

八
軍
と
空
軍
第
二
十
軍
の
主
力
が
半
島
に
進
出
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
全
国
に
設
置
さ
れ
た
マ
シ
ン
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｍ
Ｒ
Ｕ
）
は
東
京
補
給
本
部
の
マ
シ
ン
・
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｒ
Ｃ
）
と
立
川
基
地
情
報
処
理
部
隊
に
集
約

さ
れ
て
い
っ
た
。
折
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
結
ん
だ
五
年

間
の
レ
ン
タ
ル
契
約
が
切
れ
た
。 

 

日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ー
ン
ズ
の
設
立

は
そ
の
動
き
に
対
応
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
が
Ｍ
Ｒ

Ｃ
な
ど
で
使
用
し
て
い
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
や
周
辺
機
器

を
引
き
取
り
、
そ
れ
を
使
い
た
い
と
い
う
国
内
企
業
と
新
た
に
レ
ン

タ
ル
契
約
を
結
ぶ
必
要
が
生
じ
た
た
め
だ
っ
た
。 

 
そ
れ
ま
で
Ｍ
Ｒ
Ｕ
や
Ｍ
Ｒ
Ｃ
に
は
ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
カ
ス
タ

マ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｃ
Ｅ
）
が
常
駐
し
て
い
た
が
、
そ
の
業
務
が

日
本
法
人
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
こ
で
日
本
法
人
は
設
立
早
々
、
多
く

の
Ｃ
Ｅ
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
部
品
の
補
修
・
改
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造
を
行
う
施
設
が
必
要
に
な
っ
た
。 

 
一
九
五
一
年
か
ら
五
七
年
ま
で
の
七
年
間
に
つ
い
て
、『
情
報
処

理
産
業
年
表
』
か
ら
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ

シ
ー
ン
ズ
に
か
か
わ
る
出
来
事
を
拾
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

  

一
九
五
一
年 

 

・
東
京
都
大
田
区
北
糀
谷
の
大
森
工
場
で
Ｃ
Ｅ
教
育
を
開
始 

 

五
二
年 

 

・
キ
ー
パ
ン
チ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
を
開
始 

 

・
本
社
を
東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
に
移
転 

 

・
大
阪
出
張
所
を
営
業
所
に
昇
格 

 

・
東
京
都
大
田
区
南
糀
谷
二
丁
目
に
南
糀
谷
工
場
を
建
設 

 

五
三
年 

 

・
技
術
部
門
に
創
案
制
度
を
導
入 

・
南
糀
谷
工
場
が
機
械
組
立
工
場
と
し
て
操
業
を
開
始 

・
セ
ー
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ー
第
一
期
生
入
社 

・
東
京
統
計
機
研
究
会
を
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
研
究
会
」
に
再
編 

 

五
四
年 

 

・
南
糀
谷
工
場
か
ら
国
内
生
産
の
「
０
８
０
分
類
機
」
第
一
号
を 

 
 

出
荷 

 

・
会
計
機
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
０
４
Ａ
」
の
国
内
生
産
を
開
始 

 

・
社
内
業
務
の
機
械
化
に
向
け
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
「
Ｉ 

 
 

Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
を
設
置 

 

・
キ
ー
パ
ン
チ
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
適
性
検
査
を
実
施 

 

・
中
部
、
九
州
地
区
に
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
研
究
会
」
発
足 

 

・
Ｉ
Ｂ
Ｍ
研
究
会
誌
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
」
発
刊 

 

五
五
年 
 

・
南
糀
谷
工
場
か
ら
国
内
生
産
の
「
０
８
２
分
類
機
」
第
一
号
を 

 
 

日
本
銀
行
へ
納
入 

 

五
六
年 

 

・
通
産
省
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
（
Ｗ
Ｔ
Ｃ
）
と
の
技
術 

 
 

提
携
を
申
請 

 

・
国
内
初
の
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
発
表 

 

・「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
」
専
用
の
教
育
コ
ー
ス
を
開
設 

 

・
南
糀
谷
工
場
で
カ
ー
ド
パ
ン
チ
装
置
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
０
２
４
」、
検 

 
 

孔
機
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
０
５
６
」
を
完
成 

 

・
社
長
に
水
品
浩
、
副
社
長
に
鈴
木
信
治
が
就
任 

 

五
七
年 

 

・「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
０
２
４
」「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
０
５
６
」
を
国
鉄
に
納
入 

  
社
員
や
カ
ス
タ
マ
ー
向
け
の
教
育
制
度
や
国
内
で
の
組
立
て
に
関

す
る
記
事
が
中
心
で
、
計
算
機
の
新
モ
デ
ル
は
一
機
種
も
発
表
し
て

い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
規
契
約
が
十
八
倍
に
も
増
え
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
遺
産
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。 
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二 
  

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
一
九
五
〇
年
か
ら
五
七
年
ま
で
の
同
社
の

「
快
進
撃
」
は
、
実
態
で
い
え
ば
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

の
撤
退
や
駐
留
ア
メ
リ
カ
軍
の
縮
小
同
期
し
て
い
る
。
た
だ
、
社
員

が
多
忙
を
極
め
た
の
は
事
実
だ
っ
た
。 

 

営
業
マ
ン
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
駐
留
ア
メ
リ
カ
軍
の
ど
の
部
署
に
あ
る
Ｐ

Ｃ
Ｓ
が
不
要
に
な
る
か
、
そ
の
情
報
収
集
に
走
り
回
っ
て
い
た
。
ま

た
、
Ｃ
Ｅ
た
ち
は
使
い
古
し
の
機
械
装
置
を
修
理
す
る
た
め
、
部
品

の
確
保
に
忙
し
か
っ
た
。 

 

特
に
Ｃ
Ｅ
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
駐
留
ア
メ
リ
カ
軍
で
長
く
使
用
さ
れ
た
中
古
機
が
一
気

に
払
い
下
げ
ら
れ
、
国
内
の
ユ
ー
ザ
ー
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
純
正
部
品
の
輸
入
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。 

 

輸
入
手
続
の
煩
雑
さ
も
手
伝
っ
て
、
必
要
な
部
品
を
手
に
入
れ
る

に
は
二
か
月
以
上
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ

た
。
や
む
を
得
ず
神
奈
川
県
座
間
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
倉
庫
か
ら

部
品
を
調
達
し
た
り
、
古
い
機
械
か
ら
外
し
た
部
品
を
大
森
周
辺
の

町
工
場
で
加
工
し
再
利
用
し
て
急
場
を
し
の
い
だ
。 

 

こ
う
し
た
作
業
は
「
リ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」「
モ
ダ
ナ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

 

リ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は
、
払
い
下
げ
ら
れ
た
マ
シ
ン
を
分

解
・
洗
浄
し
、
部
品
を
仕
分
け
す
る
と
と
も
に
塗
装
業
者
や
メ
ッ
キ

業
者
に
外
注
す
る
こ
と
だ
っ
た
。 

 

モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
摩
滅
・
変
形
し
た
部
品
を
肉
付
け
し

て
寸
法
を
合
わ
せ
た
り
し
た
。
つ
ま
り
同
社
が
東
京
都
大
田
区
北
糀

谷
に
開
設
し
た
最
初
の
工
場
「
大
森
工
場
」
は
、
中
古
機
か
ら
使
え

そ
う
な
部
品
を
集
め
て
マ
シ
ン
を
再
生
す
る
仕
事
が
も
っ
ぱ
ら
だ
っ

た
。 

 

こ
う
書
く
と
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
初
期
の
仕
事
は
中
古
機
の
修
理
と

組
み
立
て
ば
か
り
だ
っ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
他

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
メ
ー
カ
ー
と
異
な
っ
た
戦
略
的
な
面
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
Ｃ
Ｅ
ば
か
り
で
な
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
導
入
す
る
ユ
ー
ザ
ー

企
業
の
パ
ン
チ
ャ
ー
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
シ
ス
テ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
養
成
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

社
内
Ｃ
Ｅ
の
養
成
は
一
九
五
〇
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
五
一
年
に
は

大
森
工
場
で
新
規
採
用
者
二
十
五
人
を
対
象
に
三
か
月
の
講
習
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
れ
が
五
三
年
か
ら
「
Ｃ
Ｅ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
制
度

化
さ
れ
た
。 

 
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
教
育
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。 

  

五
〇
年 

 

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
「
一
般
機
械
コ
ー
ス
」
四
週
間 
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・
マ
シ
ン
・
モ
デ
ル
を
限
定
し
た
「
特
殊
機
械
コ
ー
ス
」
二
週
間 

 
五
一
年 

 
・
シ
ス
テ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
「
管
理
者
コ
ー
ス
」
一
週
間 

 

五
二
年 

 

・
パ
ン
チ
ャ
ー
養
成
「
穿
孔
訓
練
コ
ー
ス
」
二
週
間 

  

で
あ
る
。 

 

同
社
の
社
内
報
に
よ
る
と
一
九
五
六
年
ま
で
に
計
五
千
百
四
十
人

が
受
講
し
た
と
い
う
。 

 

こ
の
教
育
研
修
は
当
然
な
が
ら
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
の
ユ
ー
ザ
ー
に
限
定
し

て
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
受
講
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
現
今
ほ
ど
厳
密

で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
日
本
砂
鉄
鉱
業
で
経
理
部
長
を
務
め
て
い

た
野
﨑
克
己
（
の
ち
東
京
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立
）
が
こ
の
講

座
を
受
け
た
の
は
、「
富
士
銀
行
の
職
員
と
し
て
」
だ
っ
た
。 

 

彼
は
取
引
先
の
富
士
銀
行
数
寄
屋
橋
支
店
に
し
ば
し
ば
出
入
り
し

て
い
る
う
ち
、
同
支
店
四
階
に
開
設
さ
れ
て
い
た
事
務
セ
ン
タ
ー
に
、 

 

―
―
近
く
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
計
算
機
が
入
る
。 

 

と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

メ
カ
好
き
だ
っ
た
野
﨑
は
「
電
子
計
算
機
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と

思
っ
て
」
支
店
長
に
頼
み
込
み
、
同
行
の
行
員
と
い
う
こ
と
に
し
て

も
ら
っ
て
受
講
し
た
。 

 

「
Ｏ
Ｓ
の
中
身
か
ら
演
算
機
構
の
構
造
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術

な
ど
、
何
か
ら
何
ま
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
い
ま
が
あ
る

の
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
お
か
げ
だ
よ
」 

 

と
野
﨑
は
愉
快
そ
う
に
話
し
て
い
た
。 

 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
す
れ
ば
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
の
ユ
ー
ザ
ー
を
増
や
し
、
運

用
を
円
滑
に
す
る
と
い
う
明
確
な
目
的
が
あ
っ
た
。
だ
が
講
座
で
配

布
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
資
料
は
滅
多
に
入
手
で
き
な
い
情
報
と
し

て
珍
重
さ
れ
、
回
り
ま
わ
っ
て
電
子
計
算
機
の
国
産
化
を
目
指
す
弱

電
メ
ー
カ
ー
に
手
渡
さ
れ
た
。 

 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
実
質
的
に
独
自
の
営
業
で
新
規
契
約
を
獲
得
す
る

よ
う
に
な
る
の
は
一
九
五
八
年
以
後
で
あ
る
。 

 

こ
の
年
の
八
月
、「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
」
を
日
本
原
子
力
研
究
所
に
、

翌
五
九
年
三
月
に
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
４
」
を
気
象
庁
に
そ
れ
ぞ
れ
納
入

し
た
。
五
九
年
に
は
こ
の
ほ
か
、
三
菱
原
子
力
工
業
、
日
本
生
命
、

三
和
銀
行
、
電
源
開
発
、
新
三
菱
重
工
、
塩
野
義
製
薬
、
松
下
電
器

産
業
に
も
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
五
八
年
十
月
、
千
代
田
区
二
番
町
の
本
社
に
こ
の
マ
シ
ン

を
一
セ
ッ
ト
設
置
し
て
「
東
京
計
算
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

シ
ョ
ウ
ル
ー
ム
の
色
彩
が
強
か
っ
た
も
の
の
、
と
も
あ
れ
国
内
で
二

番
目
の
計
算
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
受
託
計
算
サ
ー
ビ
ス
を

主
目
的
と
す
る
第
一
号
は
、
有
隣
電
機
精
機
が
一
九
五
六
年
（
昭
和

三
十
一
）
十
一
月
、
東
京
・
飯
田
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
電
算
セ
ン

タ
ー
」
で
あ
る
。 
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日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
東
京
計
算
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
直
後
、
富
士
通
信

機
製
造
の
電
算
機
開
発
チ
ー
ム
が
「
最
新
鋭
機
」
で
あ
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６

５
０
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。 

 

こ
の
マ
シ
ン
は
日
本
で
こ
そ
〝
最
新
鋭
機
〞
だ
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
で
は
五
四
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ
た
旧
式
機
だ
っ
た
。
四
年
も
前

に
発
表
さ
れ
た
マ
シ
ン
だ
か
ら
、
い
く
ら
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
調
べ

ら
れ
て
も
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
痛
く
も
痒
く
も
な
か
っ
た
。 

 

気
象
庁
に
納
入
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
４
」
も
、
や
は
り
真
空
管

を
採
用
し
た
旧
式
モ
デ
ル
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
発
表
は
一
九
五

五
年
十
二
月
だ
か
ら
、
三
年
も
遅
れ
て
日
本
に
入
っ
て
き
た
こ
と
に

な
る
。 

 

原
型
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
か
ら
の
依
頼
で
開
発
し
た
対
空
防
衛

用
計
算
機
で
、
こ
れ
を
商
用
機
に
改
良
し
た
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
１
」
の

後
継
機
だ
っ
た
。
気
象
庁
は
こ
れ
を
気
象
情
報
の
数
値
分
析
に
適
用

し
、
そ
の
年
の
七
月
に
上
陸
し
た
台
風
五
号
の
進
路
を
的
確
に
予
想

し
た
。 

 

両
機
種
と
も
旧
式
の
電
子
計
算
機
だ
っ
た
が
、
国
内
の
情
報
産
業

に
与
え
た
影
響
は
小
さ
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
事
務
計
算
用
と
技

術
計
算
用
で
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
設
計
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。 

 

事
務
計
算
用
に
は
大
量
デ
ー
タ
の
一
括
処
理
機
能
、
つ
ま
り
大
量

の
メ
モ
リ
ー
と
高
速
の
入
出
力
機
構
が
求
め
ら
れ
、
技
術
計
算
用
に

は
方
程
式
の
繰
返
し
演
算
機
能
、
つ
ま
り
論
理
回
路
の
演
算
速
度
が

求
め
ら
れ
る
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
は
一
九
五
四
年
に
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
た
。
当

時
と
し
て
は
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
記
憶
し
、
一
括
し
て
出
力
す
る
機

能
を
備
え
て
い
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
効
率
よ
く
構
築
で
き
る
専

用
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
」（Sym

bolic O
ptim

al 
and A

ssem
bly Program

）
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
４
は
ア
メ
リ
カ
の
対
空
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
た
め

に
開
発
さ
れ
た
電
子
計
算
機
だ
け
に
、
科
学
技
術
や
構
造
解
析
に
使

う
方
程
式
の
繰
返
し
演
算
に
優
れ
て
い
た
。 

 

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
研
究
所
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ッ
カ
ス
が
開
発
し
た
技

術
計
算
用
言
語
「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
」（FO

Rm
ula T

RA
N
slator

）

の
コ
ン
パ
イ
ラ
を
備
え
て
い
た
。
電
子
計
算
機
の
国
内
生
産
を
目
指

す
弱
電
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
の
新
し
い
発
見

だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

次
々
に
カ
ス
タ
マ
ー
を
獲
得
し
て
い
く
な
か
で
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

社
員
数
は
急
速
に
増
加
し
た
。
発
足
時
に
は
わ
ず
か
六
十
六
人
だ
っ

た
が
一
九
五
五
年
に
は
四
百
八
十
五
人
、
五
六
年
は
五
百
四
十
八
人
、

五
七
年
は
五
百
七
十
六
人
、
五
八
年
は
六
百
八
十
八
人
、
五
九
年
は
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八
百
四
十
九
人
、
六
〇
年
に
は
一
気
に
一
千
三
百
八
十
七
人
と
、
一

千
人
の
大
台
に
乗
っ
た
。 

 
こ
の
大
量
採
用
を
実
施
し
た
と
き
の
担
当
課
長
だ
っ
た
の
が
、
の

ち
に
安
藤
馨
と
と
も
に
富
士
通
フ
ァ
コ
ム
に
移
籍
し
た
田
部
雄
三
で

あ
る
。
ま
た
椎
名
武
雄
と
名
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
発
展

を
支
え
た
竹
中
誉
（
九
三
年
専
務
、
九
五
年
顧
問
を
経
て
エ
ル
・
ビ

ー
・
エ
ス
社
長
）
は
、
一
九
六
〇
年
に
慶
大
経
済
学
部
を
卒
業
し
て

入
社
し
て
い
る
。 

 

「
人
事
課
長
だ
っ
た
田
部
さ
ん
の
面
接
を
受
け
た
こ
と
を
、
今
で

も
覚
え
て
い
る
」 

 

と
竹
中
は
言
う
。 

 

新
卒
者
ば
か
り
で
な
く
、
同
社
は
中
途
採
用
も
積
極
的
に
行
っ
た
。 

 

当
時
の
状
況
で
い
え
ば
、
中
途
と
は
日
本
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ユ
ニ
バ

ッ
ク
か
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
の
社
員
を
ね
ら
い
撃
ち
に
し
た
の
で
あ
る
。
昼

休
み
を
利
用
し
て
ラ
イ
バ
ル
会
社
の
営
業
マ
ン
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ブ

ラ
ッ
と
や
っ
て
き
て
、
そ
の
ま
ま
入
社
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

あ
っ
た
ら
し
い
。 

  

各
部
門
が
必
要
に
応
じ
て
新
聞
広
告
な
ど
の
手
段
に
よ
り
何
度
も

募
集
し
て
い
た
の
で
、
他
の
企
業
に
勤
め
て
い
た
経
験
者
も
多
数
当

社
に
加
わ
っ
て
き
た
。 

 

 

『
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
50
年
史
』
は
そ
う
記
す
。 

 

急
速
に
社
員
が
増
え
、
新
し
い
組
織
―
―
秘
書
室
、
人
事
部
、
電

子
計
算
部
、
渉
外
室
、
調
査
部
、
特
許
部
、
技
術
部
、
製
造
試
験
部

な
ど
―
―
が
相
次
い
で
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
応
す
る
管
理
体
制

が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。 
 

も
と
も
と
営
業
が
主
体
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
の
急
増

で
工
場
と
保
守
サ
ポ
ー
ト
の
要
員
を
拡
充
し
た
結
果
、
勤
務
形
態
や

賃
金
、
査
定
方
式
な
ど
に
軋
轢
が
発
生
し
た
。 

 

当
時
の
事
情
に
詳
し
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
竹
田
義
則
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ニ
ュ
ー
ス
社
主
幹
）
は
言
う
。 

 

「
本
当
の
理
由
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
英
語
で
す
よ
」 

 

何
の
こ
と
か
と
問
う
と
、 

 

「
英
語
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
に
う
ま
く

報
告
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
、
そ
れ
が
人
事
考
査
を
左
右
し
た
。

多
少
能
力
が
劣
っ
て
も
英
語
が
で
き
、
ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
か
ら
派

遣
さ
れ
て
い
た
管
理
者
に
レ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
者
が
出
世
し
、
英
語

が
で
き
な
い
と
ど
ん
な
に
能
力
が
あ
っ
て
も
昇
進
が
遅
く
な
っ
た
。

そ
の
不
公
平
さ
が
従
業
員
に
鬱
積
し
て
い
っ
た
」 

 
な
べ
て
ア
メ
リ
カ
企
業
の
日
本
法
人
は
似
た
り
寄
っ
た
り
だ
っ
た

ら
し
い
。 

 

一
九
五
九
年
、
工
場
と
保
守
サ
ポ
ー
ト
部
門
の
社
員
が
労
働
組
合

を
結
成
し
た
。
組
合
は
人
事
考
査
と
給
与
体
系
の
見
直
し
を
経
営
者
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側
に
要
求
し
て
、
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
た
。
組
合
の
中
心
的
な
存

在
だ
っ
た
の
が
副
委
員
長
・
岡
崎
司
、
書
記
長
・
田
部
雄
三
な
ど
、

直
接
の
交
渉
窓
口
と
な
っ
た
の
が
管
理
課
長
の
小
林
厚
二
だ
っ
た
。 

 

「
工
場
の
人
た
ち
か
ら
、
自
分
た
ち
は
口
下
手
だ
か
ら
頼
む
、
と

言
わ
れ
ま
し
て
ね
」 

 

と
の
ち
に
岡
崎
は
語
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
岡
崎
司
は
一
九
六
七
年
に
独
立
し
て
「
シ
ス
テ
ム
ズ
デ
ザ
イ

ン
株
式
会
社
」
を
設
立
、
田
部
雄
三
は
富
士
通
フ
ァ
コ
ム
を
経
て
日

本
Ｅ
Ｄ
Ｐ
に
移
り
代
表
取
締
役
、
二
人
の
上
司
だ
っ
た
小
林
厚
二
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
運
用
・

保
守
を
統
括
し
、
一
九
六
九
年
に
「
株
式
会
社
総
合
デ
ー
タ
・
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
た
。 

 

以
下
、『
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
50
年
史
』
の
記
事
。 

  

水
品
社
長
は
じ
め
経
営
陣
は
、
現
行
給
与
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、

管
理
者
と
一
般
社
員
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
け
て
い
た

こ
と
を
率
直
に
認
め
た
。
こ
う
し
て
、
労
使
各
五
名
の
専
門
委
員
に

よ
っ
て
、
新
給
与
体
系
案
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
が
実
施
に
移
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

（
中
略
） 

 

そ
の
ほ
か
、
現
行
就
業
規
則
の
基
礎
に
な
っ
た
就
業
規
則
・
退
職

金
規
定
が
制
定
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
定
年
を
六
十
歳
（
女
子
は
五

十
五
歳
、
の
ち
六
十
歳
）
と
し
た
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  

労
使
円
満
の
う
ち
に
協
調
路
線
が
敷
か
れ
た
か
に
見
え
る
が
、
組

合
が
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
と
き
は
、
両
者
の
間
に
か
な
り
の
緊
張

が
存
在
し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
社
は
原
則
と
し
て
組
合
を
認
め
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
一
時
的
に
せ
よ
叛
旗
を
翻
し
た
中
心
的
な
人
物
に
は

様
々
な
圧
力
が
か
か
っ
た
。 

 

―
―
会
社
の
帰
り
道
に
調
査
の
尾
行
が
つ
い
た
。
給
与
の
査
定
や

昇
進
の
障
害
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

と
、
の
ち
に
組
合
側
代
表
と
し
て
採
用
面
接
を
担
当
し
た
田
部
雄

三
は
、
当
時
の
事
情
を
語
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
給
与
や
定
年

制
度
な
ど
に
関
す
る
妥
結
内
容
は
以
後
の
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ

ー
カ
ー
の
労
使
関
係
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
も
た
ら
し
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

桂 
重
俊 

か
つ
ら
・
し
げ
と
し
／
１
９
２
２
〜
２
０
１
６
。
一
九
四
四
年

東
北
帝
国
大
学
卒
、
四
九
年
東
北
大
学
助
教
授
、
五
八
年
理
学
博
士
、
六
一

年
教
授
と
な
り
八
六
年
退
官
し
た
。
東
京
電
機
大
学
教
授
に
転
じ
、
九
三
年

東
北
工
科
情
報
専
門
学
校
校
長
と
な
っ
た
。
東
北
大
学
名
誉
教
授
、
東
北
工

科
情
報
専
門
学
校
名
誉
校
長
。歌
人
で
も
あ
っ
て
北
社
歌
人
代
表
を
務
め
た
。 

南
糀
谷
工
場 

羽
田
飛
行
場
の
近
く
に
あ
っ
た
も
と
海
苔
加
工
場
を
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
が
買
い
取
っ
て
電
機
式
計
算
機
の
保
守
工
場
に
使
っ
た
。
浜
松
町
か
ら

の
モ
ノ
レ
ー
ル
が
な
か
っ
た
当
時
、
通
勤
す
る
に
は
京
浜
急
行
羽
田
線
し
か

な
く
、「
あ
た
り
は
埋
め
立
て
が
進
む
中
に
も
、
か
つ
て
の
漁
村
の
風
情
が
残

っ
て
い
た
。
満
潮
に
な
る
と
工
場
の
床
下
に
波
が
押
し
寄
せ
、
板
の
隙
間
か

ら
潮
の
匂
い
が
漂
っ
た
」
と
い
う
（
田
部
雄
三
＝
故
人
＝
の
談
話
）。 

鈴
木
信
治 

す
ず
き
・
し
ん
じ
：
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
よ
る
と
第
二
次
大
戦
前
、

貿
易
為
替
を
取
り
扱
う
国
策
金
融
機
関
の
横
浜
正
金
銀
行
に
勤
務
し
ア
ジ
ア

各
地
の
支
店
長
を
歴
任
、
の
ち
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
に
移

り
顧
問
。
一
九
五
四
年
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・
デ
ッ
カ
ー
が
招
い
て
財
務
担
当
取

締
役
に
就
任
し
、
五
六
年
副
社
長
、
六
〇
年
社
長
に
就
任
し
た
。
生
産
体
制

と
営
業
の
強
化
、
人
材
教
育
の
拡
充
を
三
本
柱
に
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
常
務
を

任
じ
る
「
三
常
務
制
」
を
敷
い
た
。
こ
の
と
き
稲
垣
早
苗
、
安
藤
馨
、
山
本

麟
の
三
人
が
常
務
と
な
っ
た
。 

野
﨑
克
己 

の
ざ
き
・
か
つ
み
／
１
９
３
８
〜
２
０
０
４
。
東
京
に
生
ま
れ

河
上
丈
太
郎
に
師
事
し
て
立
教
大
学
に
進
ん
だ
。
五
一
年
日
本
砂
鉄
鉱
業
に

入
り
経
理
部
長
の
と
き
富
士
銀
行
数
寄
屋
橋
支
店
の
事
務
セ
ン
タ
ー
で
Ｉ
Ｂ

Ｍ
社
の
計
算
機
と
出
会
っ
た
。
六
三
年
東
京
都
港
区
神
谷
町
に
東
京
デ
ー
タ

ー
セ
ン
タ
ー（
の
ち
Ｔ
Ｄ
Ｃ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）を
創
業
、

七
一
年
社
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振
興
協
会
発
足
と
同
時
に
理
事
、
の

ち
副
会
長
と
な
っ
た
。
八
一
年
全
国
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
健
康
保
険
組
合
の

設
立
に
尽
力
し
、
八
二
年
情
報
処
理
産
業
年
金
基
金
理
事
長
も
務
め
た
。 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０ 

パ
ン
チ
カ
ー
ド
ベ
ー
ス
の
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
Ｐ
Ｃ
Ｓ
」
を

出
力
装
置
と
し
て
継
続
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
磁
気
ド
ラ
ム
で
一
千
ワ
ー

ド
を
記
録
で
き
た
。
七
ビ
ッ
ト
十
進
法
、
十
桁
符
号
の
固
定
長
だ
っ
た
。
電

子
計
算
機
は
通
常
、
前
に
発
表
さ
れ
た
マ
シ
ン
を
上
回
る
価
格
性
能
比
を
実

現
す
る
が
、
同
機
は
「
手
ご
ろ
な
価
格
で
使
い
や
す
い
」
こ
と
を
目
標
に
設

計
さ
れ
て
い
た
。
十
進
法
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
五
十
万
ド
ル
と
い
う

価
格
、
一
部
屋
に
収
ま
る
コ
ン
パ
ク
ト
さ
が
受
け
、
全
世
界
で
類
計
二
千
台

以
上
が
出
荷
さ
れ
た
。 

一
九
五
九
年
の
台
風
五
号 

通
称
「
第
二
室
戸
台
風
」
の
こ
と
。
七
月
十
三

日
未
明
に
高
知
県
室
戸
岬
近
く
に
上
陸
、
折
か
ら
の
梅
雨
前
線
を
刺
激
し
て

大
量
の
雨
を
も
た
ら
し
た
。
四
国
か
ら
近
畿
に
再
上
陸
し
、
十
四
日
午
後
中

部
山
岳
地
帯
に
抜
け
、
死
者
行
方
不
明
六
十
人
を
出
し
た
。 
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